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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    
金や銀等の金属表面を有するサブマイクロスケールの微細構造は、プラズモン励起と格子結合

を利用した物質吸着センシングとして利用できる。先行研究により微細なフジツボ状構造が有望
な構造であることが示された。また、均一な大きさで高密度なフジツボ状構造の作製に成功した
[1]。センシング特性においても物質吸着を想定した周辺屈折率変化に対するスペクトルシフトが
約 480nm/RIU と良好な結果が得られた[2]。しかしながらコロイド微粒子を鋳型として作製する
ため必ずしも簡便な作製プロセスとは言えず、より簡便な方法が求められていた。そこで本研究
ではソフトナノインプリントに基づく手法を用いてフジツボ状構造を作製し、評価を行った。 
2. 2. 2. 2. 実験実験実験実験    
2.1 2.1 2.1 2.1 残膜残膜残膜残膜レスソフトインプリントレスソフトインプリントレスソフトインプリントレスソフトインプリント    

シリコーンゴムの柱状モールド(直径 0.5µm, 周期 1µm)
にポリスチレン(PS)を充填する。温めたガラス基板にモー
ルドを押し付けることで PS の柱状最密充填構造を転写す
る。 
2.2 2.2 2.2 2.2 フジツボフジツボフジツボフジツボ構造作製構造作製構造作製構造作製    

Fig. 1 に示すように、転写した柱状構造に PVA をスピン
コートする。これをトルエンに浸すと構造内部の PS が膨
潤・溶解し頂上部の PVA 膜を破ることで頂上に孔の開い
た微細構造ができる。 
3. 3. 3. 3. 結果結果結果結果 

上記の方法で構造作製を行うと Fig. 2 に示すようなフジツボ
状構造ができた。従来よりも広範囲で、より均一に作製された。
物質吸着を想定し、種々の溶媒展開により周辺屈折率を変化させ
た時の消失スペクトルを Fig. 3 に示す。溶媒展開前のスペクトル
では 460nm と 550nm 付近に 2 つのピークが確認できた。
それぞれのピークで約 450nm/RIU、500nm/RIU のシフト
が確認できた。 
4. 4. 4. 4. まとめまとめまとめまとめ                                                                                                                                                                
    転写による残膜レス構造を作製することで鋳型となる
PS の柱状構造を容易に準備できた。作製したフジツボ状
構造は先行研究と同等以上のセンシング特性を示した。二
つ出たピークの起源については今後検討を進める。 
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Fig. 1 Illustration of fabrication process 

Fig. 2 SEM image of barnacle-like 
 structures 

Fig. 3 Extinction spectra of barnacle-
like structures 
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